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１ 

 

 
 
 

衆
議
院
議
員
鈴
木
庸
介
君
提
出
高
度
外
国
人
材
の
受
入
れ
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書 

一
に
つ
い
て 

 
 

御
指
摘
の
「
日
本
で
の
納
税
実
態
が
ほ
ぼ
な
い
」
及
び
「
永
住
権
の
取
得
後
も
納
税
先
を
海
外
に
設
定
し
続
け
る
」
の
具

体
的
に
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
明
ら
か
で
は
な
い
た
め
、
お
尋
ね
に
つ
い
て
一
概
に
お
答
え
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
が
、
一

般
論
と
し
て
は
、
御
指
摘
の
「
特
別
高
度
人
材
」
で
あ
る
者
で
あ
っ
て
「
高
度
専
門
職
」
の
在
留
資
格
を
も
っ
て
本
邦
に
在

留
し
て
い
る
外
国
人
が
「
永
住
者
」
の
在
留
資
格
へ
の
変
更
の
許
可
を
受
け
る
た
め
に
は
、
そ
の
申
請
時
に
有
す
る
「
高
度

専
門
職
」
の
在
留
資
格
に
応
じ
た
活
動
を
本
邦
に
お
い
て
行
い
、
当
該
活
動
に
よ
る
収
入
又
は
報
酬
に
係
る
納
税
義
務
を
履

行
し
て
い
る
こ
と
な
ど
の
要
件
が
満
た
さ
れ
て
い
る
必
要
が
あ
る
。 

二
に
つ
い
て 

 
 

御
指
摘
の
「
特
別
高
度
人
材
」
で
あ
る
者
と
し
て
「
高
度
専
門
職
」
の
在
留
資
格
認
定
証
明
書
の
交
付
申
請
又
は
「
高
度

専
門
職
」
の
在
留
資
格
へ
の
在
留
資
格
変
更
申
請
を
す
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
外
国
人
の
数
に
つ
い
て
は
、
社
会
経
済
情
勢

の
変
化
等
様
々
な
要
因
が
影
響
す
る
と
考
え
ら
れ
る
た
め
、
一
概
に
お
答
え
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。 

三
に
つ
い
て 



 

２ 

 

 
 

御
指
摘
の
「
申
請
す
る
」
の
対
象
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
「
高
度
専
門
職
」
の
在
留
資
格
認
定
証
明
書
の
交

付
申
請
又
は
「
高
度
専
門
職
」
の
在
留
資
格
へ
の
在
留
資
格
変
更
申
請
を
し
よ
う
と
す
る
外
国
人
は
、
御
指
摘
の
「
高
度
人

材
ポ
イ
ン
ト
制
度
」
で
は
、
学
歴
、
職
歴
、
年
収
等
に
基
づ
い
た
加
算
項
目
に
お
け
る
点
数
に
、
日
本
語
能
力
、
従
事
し
て

い
る
事
業
等
に
基
づ
い
た
特
別
加
算
項
目
に
お
け
る
点
数
を
加
え
た
合
計
が
七
十
点
以
上
で
あ
る
場
合
に
「
高
度
専
門
職
」

の
在
留
資
格
が
付
与
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
が
、
該
当
す
る
項
目
の
各
々
に
つ
い
て
疎
明
資
料
を
提
出
す
る
必
要
が
あ
り
、
一

定
の
書
類
提
出
の
事
務
負
担
が
生
ず
る
。 

 
 

一
方
、
御
指
摘
の
「
特
別
高
度
人
材
」
制
度
で
は
、
御
指
摘
の
「
高
度
人
材
ポ
イ
ン
ト
制
度
」
と
比
較
し
て
、
学
歴
又
は

職
歴
及
び
年
収
に
お
い
て
求
め
ら
れ
る
水
準
は
高
い
も
の
の
、
こ
れ
ら
の
み
に
つ
き
疎
明
資
料
を
提
出
す
れ
ば
足
り
る
た
め

、
申
請
の
際
の
書
類
提
出
の
事
務
負
担
が
少
な
く
、
加
え
て
、
「
高
度
専
門
職
」
の
在
留
資
格
が
付
与
さ
れ
た
後
に
は
、
大

規
模
空
港
等
に
設
置
さ
れ
て
い
る
優
先
レ
ー
ン
の
使
用
が
可
能
に
な
る
な
ど
の
優
遇
措
置
が
受
け
ら
れ
る
こ
と
と
な
る
。 

四
に
つ
い
て 

 
 

御
指
摘
の
「
主
な
納
税
先
を
日
本
に
す
る
こ
と
」
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
御
指
摘
の
「

特
別
高
度
人
材
」
制
度
は
令
和
五
年
四
月
二
十
一
日
か
ら
運
用
が
開
始
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
御
指
摘
の
「
特
別
高
度
人



 

３ 

 

材
」
制
度
を
用
い
た
外
国
人
に
係
る
永
住
許
可
の
取
扱
い
を
変
更
す
る
こ
と
は
検
討
し
て
い
な
い
。 


